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　平成１５年４月現在の自治会加入世帯は159,399世帯、加入率６４％となっている。自治会館の取得状況は４３４自
治会のうち３３３の自治会が所有している。ふれあい広場は３０箇所確保がされている。
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自治会集会所設置達成率
自治会集会所設置数÷自治会集会
所設置希望自治会数

　自治会活動や身近な活動拠点として自治会集会所の設置、ふれあい広場の確保を進め、地域に根ざした自主的
で多様な地域コミュニテイ活動を支援する。

現状値と目標値指標名および指標式 指標の意図

基本施策名
（節名）

課　長　名施　策　名 コミュニティ活動の支援

　自治会集会所設置支援やふれあい広場の整備は市民の多様なコミュニテイ活動の活性化につながる効果があり、
今後パートナーシップによる住民自らの主体的な活動を行う上で益々必要が出てくる｡

１　施策の概要・目的

指標１

指標２

自治会集会所設
置達成の割合

58

新妻　隆之

千円……構成事務事業全体の事業費合計（人件費含む）

（１）施策に要している総事業費

401,027

（２）　市民１人当りの事業費

人……構成事務事業全体の人員合計

円／人……人口は、

平成１５年度　施策評価表

３　総事業費及び人員

基本目標

政策名
（章）

第７章　個性豊かなコミュニティづくりを進めます

施策コード

第１節　市民主体のまちづくり

○総合計画における位置付け等 平成15年　5月30日記入

この施策の市民一人当たり事業費は、全１２３施策のうち、第

（３）全施策中の順位（事業費）

651 万人とした。

（４）施策に要している人員

５　必要性…市民ニーズに合っているか、行政需要の変化に対応しているか

指標３

４　評価指標

3.11

学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして

（平成15年4月1日現在人口）
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100

市民部
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説明

説明

１１　２次評価

Ａ

８　市民満足度調査結果からの分析（平成１５年度調査）

拡充する

現状維持する

１２　外部意見

Ｂ

Ｃ

見直し

自治会加入率の低下が進む中で、地域コミュニティの支援のあり方を検討する必要がある。

自治会に偏っている事業体系を見直し、多様なコミュニティ活動に対応した支援体制づくり
を進めること。自治会については、加入率が低下している中で、活性化と自立運営に向けた
支援を行うこと。

　自治会加入の世帯数は増加しているが、加入率は単身世帯の増加もあり低下の傾向にある。自治会加入の促進と
あわせて活動拠点の整備を進め各種コミュニテイ活動の場としての価値を高めることが必要である｡

　自治会集会所、ふれあい広場ともに継続的自立活動の場として、自主的運営が確保されるため費用対効果は高
い｡

６　有効性…期待される効果があがっているか

　コミュニテイ活動は多様化しており、自治会集会所、ふれあい広場はそうしたニーズに応える拠点・活動の場として
機能しており、総対的に利用者数も増加しており、効果は確実に上がっている｡

説明及び具体的内容
　身近での利用ができ、多様なコミュニテイ活動の拠点としての集会所、活
動の場としてのふれあい広場の重要性は高いが、土地や建物の購入・建
設は困難性が高いものであり、自治会加入促進とあわせてコミュニテイ活
動を支援する。

９　課　　題…施策を実現するにあたり、課題となっていること等

今後の方向
１０　今後の方向性（一次評価）

７　効率性…費用対効果が優れているか、もっと大きな効果が得られるものはないか

◆この施策の満足度は、3.136で、調査した51施策の中で
30番目です。
◆この施策の重要度は、4.118で、調査した51施策の中で
14番目です。
◆この施策の改善要望度は、0.694で、調査した51施策の
中で16番目です。

◇年齢別にみると、満足度に大きい年齢差がみられ、70歳
以上で最も高く、30歳代で最も低くなっています。重要度
は60歳代で最も高くなっていますが、年齢による大きな差
はみられません。

市民満足度調査 （◆は施策の平均）
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市民満足度調査は、基本施策５１項目（節）について調査して
います。したがって、上位の基本施策が同じ場合は同じ内容
となっています。　（「○総合計画における位置付け等」参照）
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公
平
性

今後の
進め方

15 73,727 0.01 AA A A A A B 継続 1

15 43,179 2.00 AAA A A A A A 継続 2

14 82,921 0.60 ＡＡＡ A A A Ａ Ａ A 継続 3

15 144,069 0.12 AAA A A A A A 継続 4

14 5,415 0.20 ＡＡ Ｂ A A Ａ Ａ A 継続 5

15 40,963 0.08 AA A A B A B 継続 6

15 8,098 0.08 AAA A A A A A 継続 7

15 2,655 0.02 AAA A A A A A 継続 8

合計 8 401,027 3.11
千円 人
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ふれあい広場維持管理費
維持補修費

施策コード

事務事業名

施策名 コミュニティ活動の支援

決算額
(千円）

人員
（人）

市民生活課

平成15年度評価：達成度、必要性、効率性、有効性、公平性

構成事務事業一覧

平成14年度評価：達成度、必要性、効率性、有効性、代替性、満足度

自治会集会所建設助成事業

自治会集会所賃借料助成事
業

自治会活動推進奨励金

自治会連合会運営助成金

コミュニティ助成事業助成金

ふれあい広場整備費

事務事業

市民生活課

市民生活課

市民生活課

市民生活課

市民生活課

市民生活課

自治会集会所建設資金融資
預託金

市民生活課


